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Retro-Future
古くて新しい もうひとつのビンテージオーディオ
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Retro-Future
古くて新しい もうひとつのヴィンテージオーディオ
ヴィンテージといえば、アルテックやタンノイなどが誌面に取り上げられる
機会が多い。しかし、当時これらの老舗と肩を並べる、他の多くのブランド
があったことを知る人は少ないだろう。ヴィンテージ・ショップ「アトリエJe-
tee」では、音質はもちろん、デザインにもこだわった「もうひとつのヴィンテ
ージ」を数多く紹介している。本企画では、同店で販売されている製品を
中心に、毎号テーマとなるブランドを取り上げている。今号から次号にか
けては英国EMIの1960年代に登場したスピーカーを紹介していこう。

EMI ／Model-711A 

Model-711A
1960 年代に入ってからの製品で、
以前も紹介したModel-529、319 
とほぼ同時期に開発されたもの。
大小数種類あるラインアップの中で
最高グレードのモデルとなる。この
頃のイギリスでは BBCが少し先に
録音スタジオ用のラージモニター機 
LS 5/1を開発しており、これに対抗
した形で開発されたのが このMod 
el-711A となる。

トゥイーターは紙製の３インチサイズの振動板が採
用されたEMI の定番ユニット。Decca Decolaや 
Model-529 にも同様のタイプが搭載されている。

ウーファーのサイズは Model-529、319と同
様でエッジはゴム製。センター付近がアルミで、
外側には紙の楕円形振動板を採用。ボイス
コイルは大きなタイプに変更され、マグネットも
2倍ほど大きなサイズが搭載されているため、パ
ワーハンドリングのグレードが上がっている。

ミッドレンジはこのモデル専用に開発された楕円形の密閉タイプのユニットで、こちらもセンター部
分がアルミで外側には紙製のフィックスエッジの振動板が採用されている。このユニットを搭載す
ることにより、オールジャンンルの音楽ソースに対応できる完成度の高いシステムとなっている。

フロントデザインにはおなじみの金属製のメッシュフ
ロントカバーが採用されている。サイズは Model-
529 よりひと回り大きくより縦長で、奥行きが少し
深い密閉キャビネットが採用されている。サイズは 
高さが 73cmで 幅 36cm、奥38cmとなる

Model-711A の内部。3タイプ4基のユニットが搭
載されており、トゥイーターは同じタイプを２基搭載。こ
のモデルだけに開発された楕円形ミッドレンジユニット
が採用されており、大きさはウーファーと比較してもか
なり大きめで、システムとして中域音の特性が格段と
良くなっている。

711-A のアッテネーター。このモデルのみプッ
シュスイッチ式のタイプが採用されている、
FLAT RESPONS とMIDは -4dB、TWEET 
ERは +4 ／ -4 dBの２段階のセレクトが可能
になっている。

本文／田中伊佐資
製品解説／岡田圭司（アトリエJe-tee代表） 撮影／小林幹彦（彩虹舎）

　

ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
が
凶
弾
に
倒
れ
た
１
９
８

０
年
12
月
８
日
、
そ
の
と
き
僕
は
高
三
2
学
期

の
期
末
テ
ス
ト
中
で
、
衝
撃
の
あ
ま
り
勉
強
の

や
る
気
を
一
挙
に
失
っ
た
こ
と
を
憶
え
て
い
る
。

そ
れ
に
か
こ
つ
け
て
や
ら
な
か
っ
た
と
も
い
え

る
が
、
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
。

　

偶
然
に
も
42
回
目
に
当
た
る
命
日
、
ア
ト
リ

エ 

Ｊ
ｅ
︱

Ｔ
ｅ
ｅ
へ
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
偶
然
に
も
そ
の
日
の
テ
ー
マ
が
英
国
Ｅ

Ｍ
Ｉ
社
の
ス
ピ
ー
カ
ー
だ
っ
た
。
と
な
る
と
ビ

ー
ト
ル
ズ
が
作
品
を
録
音
し
た
Ｅ
Ｍ
Ｉ
レ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
・
ス
タ
ジ
オ（
76
年
に
ア
ビ
ー
・
ロ

ー
ド
・
ス
タ
ジ
オ
と
改
名
）を
意
識
し
な
い
わ

け
に
は
い
か
な
い
。

　

そ
の
日
聴
い
た
の
は
Ｅ
Ｍ
Ｉ
７
１
１
Ａ
と
い

う
３
ウ
ェ
イ
の
フ
ロ
ア
型
ス
ピ
ー
カ
ー
だ
っ

た
。
ス
タ
ジ
オ
で
こ
れ
が
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
使

わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
必
然

的
に
ビ
ー
ト
ル
ズ
へ
の
思
い
入
れ
た
っ
ぷ
り
に

試
聴
が
始
ま
る
。

　

１
曲
目
は
「
デ
イ
・
ト
リ
ッ
パ
ー
」。
イ
ン

ト
ロ
の
ギ
タ
ー
が
ガ
ー
ン
と
前
に
出
て
き
た
。

ヴ
ォ
ー
カ
ル
も
さ
ら
っ
と
滑
ら
か
と
い
う
よ
り
、

が
っ
ち
り
と
厚
み
が
あ
る
。
あ
あ
英
国
製
だ
な

と
思
え
る
翳
り
を
帯
び
た
重
み
が
あ
る
。

　

ス
コ
ー
カ
ー
の
振
動
板
が25cm

の
楕
円
形

で
そ
の
大
き
さ
を
物
語
る
よ
う
に
ミ
ッ
ド
レ
ン

ジ
が
充
実
し
て
い
る
。
ト
ゥ
イ
ー
タ
ー
が
ダ
ブ

ル
で
入
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
中
低
域
と
の
兼

ね
合
い
で
そ
う
い
う
設
計
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
岡
田
さ
ん
は
「
こ
の
ス
コ
ー
カ
ー
が
入
っ

て
い
る
Ｅ
Ｍ
Ｉ
の
ス
ピ
ー
カ
ー
は
こ
の
モ
デ
ル

だ
け
な
ん
で
す
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

　

ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
の
声
を
堪
能
す
る
の
な
ら

な
ん
と
言
っ
て
も
「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
森
」
だ
。

い
く
度
聴
い
て
も
、
切
な
い
哀
愁
が
胸
に
刺
さ

っ
て
く
る
。

　

７
１
１
Ａ
は
、
曲
の
寂
寥
感
を
う
ま
く
表
現

し
て
い
て
、
妙
に
枯
れ
た
感
じ
で
は
な
く
帯
域

的
に
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
安
定
感
が
あ
っ
た
。

哀
し
い
感
じ
が
う
ま
く
出
て
い
る
の
と
同
時
に
、

力
強
さ
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
い
か
に
も

フ
ロ
ア
型
ら
し
い
余
裕
が
あ
る
音
だ
。

　

部
屋
の
置
き
場
所
に
困
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の

目
立
っ
た
大
き
さ
で
は
な
い
し
、
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
な
家
具
調
の
雰
囲
気
も
あ
る
か
ら
、
敢
え
て

人
が
集
ま
る
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
に
置
い
て
み
た

い
と
思
わ
せ
た
。

　

続
い
て
や
は
り
ジ
ョ
ン
が
歌
う
「
イ
ン
・
マ

イ
・
ラ
イ
フ
」
も
「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
森
」
と
同

じ
感
想
だ
が
、
間
奏
部
分
で
チ
ェ
ン
バ
ロ
を
思

わ
せ
る
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
を
聴
い
て
、
も
し
か
し
て

ク
ラ
シ
ッ
ク
も
か
な
り
イ
ケ
る
の
で
は
と
想
像

さ
せ
た
。
す
ぐ
に
バ
ッ
ハ
の
チ
ェ
ロ
独
奏
が
か

か
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
そ
の
通
り
だ
っ
た
。

　

ス
ピ
ー
カ
ー
が
持
っ
て
い
る
重
厚
な
サ
ウ
ン

ド
が
、
チ
ェ
ロ
の
ス
ケ
ー
ル
感
を
見
事
に
演
出

し
て
い
て
、
超
大
型
ス
ピ
ー
カ
ー
が
鳴
っ
て
い

る
か
の
よ
う
に
雄
大
だ
っ
た
。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
Ｅ
Ｍ
Ｉ
社
が
ス
ピ
ー
カ
ー

の
開
発
を
す
る
に
あ
た
り
、
自
社
レ
ー
ベ
ル
が

制
作
し
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
音
決
め
を
し
た
だ
ろ

う
か
ら
、
こ
れ
ほ
ど
ド
ン
ピ
シ
ャ
で
マ
ッ
チ
し

て
い
る
の
は
当
然
と
い
え
ば
な
の
だ
。

EMI第50回

EMI 社は1930年代の初め頃にその当時のイギリス
最大のレコード会社である英国コロンビアと英国グラ
モフォンが合資して設立された会社で正式名は Ele 
ctric and Music industree Ltd.。両社は1900 年
代の初め頃から蓄音器などの製造、販売を手がけて
おり、音響機器の開発にも積極的だった。同社で開
発したスピーカーは小型のモニター機から46cm 口
径のユニットを搭載した大型フロア型、アンプを搭載
したモデルなど20機種以上もある。


